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雪フェス × 町営バス無料 
 コラボ記念 スタンプラリー 結果 

１ 開催日時：平成31年2月11日（月・祝） 
２ 実施概要：①町営バス全線全便無料措置 
       ②町営バス車内及び雪のフェスティバル会場内でのスタンプラリー 
３ 結  果： 
 ①町営バス無料効果 
  利用人数：108名（H30/2/11  76名   H29/2/11  75名） 前年比30名以上の増。 
  路線別では、柿沢・大岩線を除く全路線で利用人数が増加。 

  ※柿沢・大岩線では過去、健康科学専門学校停留所で15人程度の利用。 

  （四葉園施設（グループホーム）利用者の利用(本年はなかった。)) 
 

 ②スタンプラリー引換券数 
  利用者数：９組 22人 
  （聞き取り調査結果） 
  乗車停留所：町中心部６組、相ノ木線３組 
  利用頻度：初めて利用 ７組・いつも利用 ２組 

  知ったきっかけ：ポスター、ＳＮＳ（観光協会ＦＢ等）町広報、乗車した際 など 
  その他意見等：○社会科見学に使えたら良い（小学生） 
         ○バスに乗るきっかけになった（未就学児を持つ母親）／○（日常利用が）100円になればいい。 

４ 考 察： 
 初の試みとして実施したところ、一定の利用者数の増加があったほか同時実施したスタンプラリーにおいても一定の利用が
あり、バスを知ってもらうきっかけづくりになったのではないかと考える。 
 また、町イベントとの相乗効果を狙ったバス利用促進については、一定の効果があると考えられ、今後、役場等での大規模
なイベントにより来場者の駐車場不足が懸念される際には、駐車場不足解消も狙った実施も検討できると考えられる。 
 次回実施の際には、より周知度をあげる施策（例えば、バス車両にマグネットでの貼り付けなど）の展開など、今回の反省
点を踏まえ、より一層の利用者増・バス利用促進に向けて実施するほかその他のバス利用促進施策の検討を進める。（今回の
告知手法はイベントポスターに掲載頂いたほか、観光協会等の協力を得たＳＮＳでの展開・ラジオ・町広報） 

H31.2.11 H30.2.11 H29.2.11

大岩行き 10 23 25

センター行き 8 24 19

9 7 4

18 9 4

25 10 13

23 3 5

15 0 5

108 76 75

路線名/年月日

柿沢・大岩線

白萩線

南加積線

宮川線

相ノ木線

弓庄線
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